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第32巻

トレノレラ」菜茅 rキリスト教会の社会学説」
基本諸概念について 2

～こ才δり’る

高野晃兆＊

Ueber d i e Grundbegriffen “der Sozia11ehren der Christ1ichen Kirchen” vonErnstTroe1tsch2

Teru yosh i T＾㎜o

Zusa皿皿enfassung

E皿i1 Brunner schreibt 》 Es ist das grosse Verdienst von Ernst Troe1tsch， die Bedeutung der

Naturrechtsfrage fuer das Verstaendn i s der chri st1i chen Soz ia11ehren erkannt zu haben． 《

Hier wi11 ich versuchen， nach Troe1tsch die Bildungsprozess und das Er1oeschen des christ1i－

chen Naturrechs zu erk1aeren．

die Sch1uesse1woerter ： Stoa， Naturrecht， Neuca1vinislI1us．

序

 筆者は本紀要の前号においてrキリスト教会の社会

学説における基本諸概念」というタイトルの下でトレ

ルチ著Die Sozia11ehren der christ1ichen Kirchen

und Gruppen1912の基本概念である「教会，セクト，

神秘主義」の概念を考察したω、今回はやはりこの書

物における重要な概念であるr自然法」をとりあげる．

E．Bru㎜erはその著DasGebot und die Ordm㎎1932

において「キリスト教の社会学説の理解にとって自然

法問題の意義を認識していたことはEmst Troe1tsch

の大きな功績である」と述べている（2〕．自然法の重要

性についてはトレルチ自身が原注115においてReuter

著Geschichte der Aufk1aeru㎎im Mitte1a1terを批

判して次の様に述べている：rキリスト教は特にスト

アの社会哲学を受容することなしには社会生活に対し

て手際よく立ち向かえなかったであろうということを

理解していない．新約聖書でもってだけではそもそも

社会学説は生まれえないのである．そしてストアとキ

リスト教において出会うものは異質なものではなくて，

親和カのある，また共通の状況から生じた要素なので

ある」（3〕．

 自然法を取り上げるに当たって，次の順序で考察を

試みる．

  I ストアの自然法の受容と改造（キリスト教的

自然法の形成）

1998年4月9目受理

ト般教養科（Department of Libera1Arts）

  II カルヴィニズムと自然法（新カルヴィニズム

におけるキリスト教的自然法の終焉）

  III結びに代えて アシア諸宗教における自然法

の欠如

 Iストアの自然法の受容と改造（キリスト教的自然

法の形成）

1．ストアの自然法の受容

 a．福音の宗教的一社会学的思想

 トレルチは「イエスの説教の倫理的根本思想」，

rこの根本思想の社会学的性格と意義」，r国家，経

済，家族，社会といった社会的に価値あるものに対す

る態度」を論じたあと，rストアにおける宗教的並び

に社会学的平行現象」という項を置いている．

 rイエスの説教の根本思想」は，まず神の国の来る

ことを告げることである．そしてこの神の国に対する

準備が強調される．神の国に対する準備の要求のなか

にイエスの倫理思想が含まれている．

 倫理的基本的な要求は，神に対するあらゆる倫理的

行為における自己聖化である，即ち神の国が到来した

ときに神に顔を合わせる場合の心の純粋さである．

 イエスの説教の倫理的根本思想から社会学的構造が

生じる．一方には無制約的かつ無条件的個人主義，つ

まり絶対的個人主義がある、この個人主義はその［存在

の］根拠と権利とを神の子であることのうちに持ってい
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る．次に，神の子として神との交わりにおいて，個人

は自然的限界と区別，例えば肌が白いとか黒いといっ

た区別を克服する．神との交わりにおいて人々と出会

う．ここに神を中心とした共同体が生まれる．この共

同体は神において結ばれたものの絶対的な愛の共同体

である．この絶対的な愛の共同体においてすべての異

邦人や敵に対する神の愛が活動する．これが福音の兄

弟愛と隣人愛の意味である1かくて絶対的な個人主義

から絶対的な普遍主義が生成する．これをトレルチは

福音の社会学的構造と呼んでいる．

 b．ストアにおける宗教的並びに社会学的平行現象

 トレルチによればこの福音の宗教的一社会学的思想

はローマのストアに類似の現象を持った． r［ストア

の］根本思想は普遍的な精神的一物質的自然法［則1とし

ての神の理念である．この自然法［則1は一切を統一的

に完全に支配し，普遍的世界法則として自然を秩序づ

け，自然と社会のなかでの個人の種々なる地位を生み

だし，人間において神を認識し，そしてそれ故に神と

一つになる理佳の法則となる．かくて自然法［則］一一

一これはキリスト教神学においても特別な地位を与え

られていた概念であるが一一一は片や自然の調和的な

歩みへの適合と社会組織内での個人に帰せられる役割

を要求する．この自然法［則］を認識し，この認識によ

って外的並びに感覚的欲求を制御し，また神の世界支

配と意志との一致の内的な高さと純粋さを獲得し，神

の中に隠されている人格性を認識によって獲得するこ

と，これらのことが［ストアの立場における人問の］意

志の課題なのである．このことからここでも宗教的・

倫理的人格性理念の原理的な個人主義と同時にそれの

不可避的な相関概念つまり原理的な普遍主義が明らか

になる．この原理的な普遍主義はすべての人間が同じ

神認識を授けられているということを知っており，ま

た神的な自然法［則］を共通して信ずるということにお

いて，すべての人間を結びつけるのである．これはキ

リスト教の社会学的思想に完全に類似している」（4〕．

 以上の様にトレルチはキリスト教とストアが融合す

るに当たっての両者の社会学的思想の類似性を指摘し

ている・ 次はキリスト教とストアがパウロ以降の古

代教会において融合するについてのトレルチの叙述に

移ろう．

活動に採用されたものは，キリスト教に親和性があり，

また現世への態度においてキリスト教に近い宗教一倫

理的な古代後期の哲学のみであった．プラトニズム並

びに宗教的な傾向をもったストア主義とキリスト教と

の世界史的に重要な融合が完成される．プラトニズム

はキリスト教の特殊な救済福音に神秘主義における普

遍理論的基盤を与える、ロゴス或いは神認識によって

現世が神から出発し，そして神へ帰って行くという大

いなる過程において，キリスト教的救済はこの過程の

完成を意味する．ストア主義は術語的にまた概念的に

全く粗野な，出来事の直観性に懸かっているキリスト

教道徳に理論的基盤と術語とを与えた」ω．

 rわれわれの関連にとって重要なのは特にまず第一

にストア主義，つまりストア的く〈倫理的自然法［則］或

いは神の法則或いは自然法〉〉の受容である．何となれ

ぱこの受容はキリスト教内の倫理的諸概念一般を確定

化し，また明確にする手段であるのみならず，それは

現世，即ち国家，法並びに社会機能の体系を教会並び

に救済共同体の現存在との正当な関係に置く手段でも

あった」（6）．今や国家への関係が問題なのである．

 d．国家に対する関係

 この問題においてもrわれわれは片や教会並びに神

の国と片や国家並びに現世との関係の原理的調整を古

代教会において探すことだけが許されるのである、こ

れらは二つの内面的に本質的に分離された，この本質

的分離によって相互浸透という点で妨害された存在な

のである、ここでは今や問題は…  固有の二重の問

題である．即ち片やたえず根本に置かれているパウロ

の命題に従って現世並びにその秩序を広範囲に承認す

ること，片や現世と国家を罪の産物並びにデーモンの

国として根本的にしりぞけること，である．この場合

根本前提は国家と社会をく〈現世〉〉と等置していること

である」ω．

 rこのく〈現世〉〉に対する二重の態度はそれ故古代を

通じて同じであり，また古代のすべての人たちにみら

れる態度である．この態度は種々なる教会の指導者の

間で異なっているのではなくて，すべての指導者に共

通であり，ただアクセントが違うだけである．そして

ニュアンスだけの違いを原理的な違いとみなすならぱ，

一切を誤解する」｛8）．

 C．学問とストア倫理の受容

 教会はギリシャ・ローマの学問を「いくつかの予防

策を添えるだけで簡単に利用した．それに対して世界

観の問題では教会はきびしい選択を行った．何となれ

ば同化され，キリスト教著述家，学者と教師の固有の

2．自然法のキリスト教的改造

 a．絶対的な自然法と相対的な自然法

 「法を伴える国家が社会体制を固め，社会体制その

ものであることによって，問題は＜〈法〉〉の本質にっい

一g8一



第32巻 トレルチ著「キりスト教会の社会学説」における基本諸概念について2

ての問題となる」（9）．ヘルマスはこの二重の問題を法

における神の国の法律と現世の法律という形で表現し

ている． 「ヘブルびとへの手紙心神の国と現世の国を

互いに鋭く対立させている．この最ちきぴしい戦いが

克服されまた法律的な社会体系へのキリスト教の順応

が問題となるやいなや，〈〈法律〉〉の基礎づけと妥当性

の程度についてのキリスト教徒によって習得されるべ

き普遍的な理論が必要とされた．ここにはじめて弁証

学者が現れる．彼らはキリスト教倫理とストアの倫理

を融合したように，現世の国家の法と神の国の法を少

なくとも制約された方法によってではあるが内的に連

関づけるのである．キリスト教の道徳律と同一視され

るストアの自然法［則］並びに自然法が解決への方策を

与える．ストア主義者とストア主義者によって影響さ

れた法律家の場合に，H・実定法は物事の神的本性

と摂理から流れ出る自然法［則］並びに自然法の結果と

みなされた．法則の妥当性は法則に含まれている自然

法の含有量によって決められた．教養あるキリスト教

徒にはこの自然法［則］は創造の秩序として，十戒の内

容として，キリスト教的道徳律とキリストにおいて受

肉したロゴスの構成要素としてみえることによって，

彼らには自然法もまさしくキリスト教の教理のように

みえた．そのことでもってく〈法〉〉の妥当性に対する普

遍的基礎づけと批判的規準が与えられた、以前は法と

いえば専らモーゼの律法とキリストの新しい律法だけ

が考えられ，それに対して国家の法律は棄ておかれた

が，今や国家の法律の批判，国家の法律の限られた範

囲での承認とキリスト教の律法との融合，デーモンと

罪によって曇らされたものとして国家の法律を限られ

た範囲で拒否すること，これらのことがキリスト教文

学や実践の課題となった．弁証学者たちが躊躇しなが

ら先行した」（’。）．そしてオリゲネスがこの方向をは

っきりと打ち出した．オリゲネスに教父たちが徐々に

続きだした． rコンスタンチヌス以降の時代において

国家のキリスト教化と共にこの見解の承認は一般的と

なる．［教会サイドからの］国家の究極的な受容は，国

家の法律は神的な，十戒と同一の自然法から発してい

るという倫理的一法的理論に依存している」｛川．

 rしかしこういう言い方をするとあまりにも多くの

ことが認められたように思われる．こういう言い方を

すると国家は神聖視されるように思われる．これ嘔家

の神聖視］はもちろん教会指導者の意見ではなかった．

教会が実践的に国家と社会を受け入れるにつれて，教

会は奴隷制度，商業，軍隊並びに法の厳しさにおいて

教会の社会理想に徹底的に矛盾する自然法との内的対

立をますます感じ，またこの対立を保持せざるを得な

かった．このことを教会は真正面から受け止めた．し

かしこれはもはや単に古いプロテストではなくて，こ

こでも教会がストアの先例に従うことによって新しい

思想が生じる．つまりストアは存在している法は自然

法［則1において基礎づけられるという彼らの理論にも

かかわらず，存在しているものとストアの人間の社会

理想との間の対立を隠すことができず，それ故にこの

矛盾のために逃げ道を求め，また見いだしたのであっ

た．逃げ道はストアにとって原初の時代UrZeit或い

は黄金時代をそれに続く時代から区別することのうち

にあった．原初の時代においては奴隷制度もなく，軍

隊もなく，所有の対立もなく，自然法［則］が完全に支

配していた1この時代に関してはある人たちは自由と

平等の実際的な完全性を，他の人たちは子供のように

真っ新な，まだ発展の必要のある正常性を想定した．

我欲，けち，暴力行為，悪法が，自然法が全く曇らさ

れ，曲げられて表現される現在の状況をはじめてつく

りだした．現在においては社会理想を貫徹することに

絶望しながら，ストア主義者は社会理想を原初の時代

に置き，現在には実定法を出来る限り自然法［則］に合

わせるという課題だけを課した．今やキリスト教の指

導者たちはこの考え方に一致して飛びついた．つまり

この考え方を完全な原始状態についての聖書の思想と

結びつけた．その際，継ぎ目ははっきりと残したので

あった．即ち聖書の原始状態は二人の人間を知ってい

るだけである．それに対して原始状態に存在している

絶対的な完全な自然法についての教会の教えはストア

主義者と共にたくさんの人間を前提している．もし堕

落がなかったならば，人間はそのように発達したであ

ろうと教会が教えなければならないということによっ

てのみ両者は結びつけられうる．この連関においては

ストアの模範によれば原始状態はとりわけ自由を，平

等を，強制の欠如を，示しているが，教会の原始状態

に関する教えは，それが固有の衝動に従う時，宗教的

完全性，神の愛，謙虚と恩寵状態を強調しなけれぱな

らないということにおいてち継ぎ目が劣らず現1れる．

しかしストアのこの思想は教父たちにとっては非常に

解放し，啓発するものであったので，教父たちは継ぎ

目があるにもかかわらずこの思想をきわめて精力的に

引き継いだ、彼らの原理からみて耐えられない社会的

制度のすべては，われわれが個々にすでに見てきたよ

うに，人間の原冒涜的行為から生じたのであった．家

長による支配，私有財産，奴隷制，最後に全体の原理，

つまり国家は，罪から生じたのであった．その際，ス

トアの歴史哲学のなかえ楽園の歴史が，楽園追放の呪

い，カイン，ハム，ニムロドと共に入れられた．ロー

マ国家はニムロド的バビロン国家の後継者であり，キ

リストの再臨まで現存の法の担い手として存続する．
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 それ故にもちろん，先ほどは非常に多くのことが認

められたが，ここでは非常にわずかのことしか認めら

れないように思われるであろう．法の形成における根

源的な理性の影響は，根源的な平等と自由に対して現

存の関係が絶対的に対立する場合には，あまりに高く

評価されてはならないように［教父たちには］思われた．

この困難性においてはじめて全体を完成する第三の決

定的な思想が現れる．現在の秩序の自然法的内容は曇

らされた理性の影響であるのみならず，神の意志に従

って罪の条件の下で現れる自然法の変形である．ひと

たび無規律さ，不平等さ，吝薔と暴力行為が浸透する

やいなや，自然法は今となってはもう法秩序並びに強

制秩序の形でのみ現れ，堕落に対して反抗するのであ

る．財産を守り，大衆を法の理念に従って組織し，支

配し，奴隷身分によって不平等性を明確にし，戦争に

おいて野蛮な人たちや文化に敵対する人たちを懲らし

めるところの法の公正的並びに強制的性格こそがこれ

らの条件の下での自然法の本質なのである．これは［罪

の］一つの結果であるが，しかし同時に罪に対する救済

手段である、それが秩序と地上の平和pax terrenaを

ひとりなお可能な理性的手段でちって保証するのであ

る．そしてこの目的に相応して次には実定法が少なく

とも自然法のこの第二の形式に従って調節されうる．

財産，奴隷制，家父長制，国家並びに軍隊におけるす

べての制度が神的理性の表現として存続することがで

きるし，また存在しなければならない．すべての制度

がひたすら神的理性の意図に即応して秩序を維持する

という日的と罪の救済に適合させられなければならな

い．これが原始状態の絶対的な自然法［則］と並ぶ普遍

的な罪の状態という条件に即応した相対的な自然法

［則］の重要な思想である．これが教父たちの共通の教

えである．ただ細かい点では当然微妙な違いを持って

いる・アウグスチヌスもこの教えを表明し，根底にお
いた」（12）．

この相対的自然法がキリスト教的自然法なのである．

 b．皇帝権の神政政治的理解

 それにもかかわらず一つの問いがなお答えられない．

それは権力の本質と正当性についての問いである．

「この権力は事実的には当然皇帝である．皇帝のこの

権力の倫理的解釈，基礎づけ，制限づけが明らかに一

つの問題なのである」（13）． 「今やもしく〈法律〉〉が自

然法に帰されるとすると，法律を発布する権力が自然

法から基礎づけられなけれぱならなかった．ストア主

義者や法学者の場合にはこのことは実際に行われた．

つまり民族の権利を皇帝に譲渡するということによる

皇帝権の民主主義的起源が主張された」（川  r自由

でかつ平等な民族から皇帝へ沈黙のうちに譲渡された

というこの自然法的起源説はユスチニアヌスの法律書

にまで記載された」（’5）． 「それ故に国家権力の民主

主義的一契約法的基礎づけが自然法に関する教会の文

献の中へ散在的に入ってくる」（’直）．

 しかしこの皇帝権力の妥当性は自然法的に貫徹され

なかった．この理由は古代の宗教的感覚のうちに存し

た．つまり古代の宗教的感覚のうちに自然法的合理化

に同意することを拒む意志の神への古い信仰が生きて

いた．そしてこの意志の神への信仰から出てくるのは

古い王権神授説である． rユスチニアヌスも彼の法律

において民主的譲渡説と並んで王権神授説を宣言した．

この古いキリスト教的王権神授説の場合には，人々が

良き皇帝を授かる或いは悪しき皇帝を授かるかに従っ

て，皇帝は神の恩寵のうちにあることもまた神の怒り

のうちにあることもできたのである．だから教父たち

の場合には自然法的図式が皇帝権即ち一時的権力に対

しては役に立たないのである」｛川．

 かくて「キリスト教的皇帝権は下から，即ち自然法

からのみ限界づけられてはならない．それは上からも，

つまりそれを任命したところの神から十分に限界づけ

られうるし，また限界づけられなけれぱならない．即

ちキリスト教的皇帝権は神を体現する制度，換言すれ

ば教会によって制限づけられ或いは導かれなければな

らない．一切の世俗上の物事においては平信徒と聖職

者は皇帝に服従しなければならない、しかし一切の宗

教上の物事においては… 神の法が妥当する」く’日）、

 r教会は嘔家という］世俗的な目的を持ったこの大

きな容器を，内的には世俗的な目的を避け，外的には

それを許す神の愛でもって清め，神聖にし，霊的にす

る1教会はそれ故国家の自然法的要素にはじめて神的

な力と深みを与え，法的な秩序という世俗的な正義を，

現世を諦念と愛の活動のために必要とする信仰の立場

からの完全な正義にするのである．この実現のために

皇帝権力は教会を助けなければならない、即ち皇帝権

力は神の支配に従わなければならない．これが教会に

おいて初めて形成された神政政治的思想die theokra－

tische Gedankeである」（1目）．

 以上のトレルチの論述を要約すると：

 キリスト教的自然法はそれ単独ではキリスト教的統

一文化を生み出すことはできない。神政政治的思想と

協力してはじめてキリスト教統一文化を樹立すること

ができるのである。古代がキリスト教的自然法と

神政政治的思想を中世に伝達することによって、中世

においてキリスト教的統一文化が樹立されるのである．
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 IIカルヴィニズムと自然法（新カルヴィニズムに

おけるキリスト教的自然法の終焉）

1．原初のカルヴィニズムと自然法

 a．カルヴィニズムによるルター主義の凌駕

  「ルター主義は初期の成功のあと止まり続けた．ル

ター主義の精神主義的spirituahstischな服従．と忍

耐，恩寵手段の客観性に対する満足，教会の組織化に

対する力不足，並びに非政治的感覚がそれの主要な原

因であるであろう．西洋全体への，そして西洋から新

世界への宗教改革の拡大はカルヴィニズムのものとな

った．カルヴィニズムが今日プロテスタンティズムの

真の主勢力とみなされなけれぱならない．

 カルヴィニズムのこの拡大の根拠はまず第一にカル

ヴィニズムが大政治的発展中の西洋諸民族のところに

足場を固めたということにある．しかしその根拠はや

はりもっと根本的にはカルヴィニズムの本質そのもの

のうちに」即ち「カルヴィニズムの積極的な性格に，

教会形成力に，国際的な連関と意識的な拡大意欲にあ

り，そしてとりわけ西洋諸民族の政治的並びに経済的

発展にカルヴィニズムの宗教的理念でもって理解を示

すことが出来る能力，ルター主義にはちともと欠けて

いた能力にある．だから実際カルヴィニズムの教会概

念と社会学説はルター主義のそれから非常に違ってい

た．この違いは時の経過のなかで益々大きくなり，そ

の結果カルヴィニズムは今日キリスト教の教会制度の

近代民主主義並びに資本主義的発展と一致するまたそ

れに劣らない形成と自負している」（州．

 カルヴィニズムはアメリカに渡って， 「政治的並び

に社会的に人々がアメリカ主義と呼んでいる近代の生

活スタイルを自分と融合させまた部分的には自分から

生み出した．その際，この近代的な生活スタイルは今

日しばしばことごとくの宗教的基盤から解放された生

活を持っているということは当然理解される．この近

代的な生活スタイルはヨーロッパ大陸に影響を仕返し
た」（2’〕．

 b．原初のカルヴィニズムと新カルヴィニズムの遠
し、

 rこの発展のなかでカルヴィニズムは諸セクトと一

緒になった．諸セクトはそれらなりに再び，それら固

有の運動のために，カルヴィニズムに近づいたのであ

った」（川． 「［この様に1カルヴィニズムは非常に拡

大された発展そして同時にジュネーブの端緒をはるか

に越える発展を経験した．カルヴィニズムの理解にと

ってそれ故とりわけ初期ジュネーブのカルヴィニズム

は後の発展から分離されなければならない」く23）．

 C．カルヴィニズムのルター主義からの出発．

「かくて最初の課題は原初のカルヴィニズムの宗教的

特殊内容の分析である．この特殊内容からカルヴィニ

ズムの教会理念，倫理，社会理想が基本的に明らかに

なるのである．それに続いて次にはカルヴィニズムの

続く発展と新カルヴィニズムの政治的，経済的，社会

的並びに教会政治的変化について問われうるのであ

る」（川、 「原初のカルヴィニズムはルター主義の子

供である」（25〕．或いはrカルヴィン神学と宗教性に

おける基本財産はルター主義由来のものである．カル

ヴィンはルターとの一致並びに個人的関係に最大の価

値を置いた」． rカルヴィンは彼の回心を本質的にル

ターの影響と考えており，そしてルターの書簡を利用

した」（26）．

 d．原初のカルヴィニズムの宗教的一倫理的特性．

  「カルヴィニズムの特性の一切はこのルターとの共

通の土台から形成された．しかしこの特性はそのため

に取るに足らないことなのではなくて，きわめて高い

かつオリジナルな意義を持っている．この特性はプロ

テスタンティズムの宗教理念を新しい基本方向に形成

したが，この方向は性質の異なるルター主義によって

結局拒否される．両者の違いは本質的には神思想，そ

れによって与えられる宗教的一倫理的基本態度並びに

そこから流れ出る社会的課題の独特の形成の領域にあ

る」く川．

 （i）予定説． rカルヴィンが予定の思想において求

め，そして表現したものは救いの絶対的奇蹟，超人間

性と恩寵の無償性であるだけではない．それは同時に

神の絶対的主権的意志の性格である．恩寵の理念は純

粋な，功績なき恩寵である・… 或る人には功績な

しに救いを自由に与え，そして他の人にはその罪性の

故に破滅を用意するのは神の本質である．・…  神

の支配者としての意志があらゆる根拠の根拠であり，

あらゆる規範の規範である、・…  ルターの場合の

様に愛の概念がもはや神思想の中心ではなくて，尊厳

MajeStaetの概念が，即ち神による愛の伝達と働きを

神の尊厳の啓示のための手段として考察させる尊厳の

概念が中心なのである．・…  神は福音においてす

べての人たちに恩寵を提供する．しかし同じ福音にお

いて神は選びと棄却の決議の二重性を予告する」（皇日〕．

 この神概念からいくつかの帰結が出てくる．まず第

一は， 「カルヴィニズムは初めから神義論のあらゆる

問題から免除されている．それに対して神義論はルタ

ー主義には重くのしかかり，恩寵意志の普遍性を固く
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守るために，再三神の義の問いに至り，そして救いを

被造物側の受け入れる意志に依存させるに至る」（2日）．

第二の帰結は義認思想の実践的一倫理的ねらいである．

 「何となれば義認は有り難い至福における静観的休息

ではなくて，行為の手段と刺激である．義認が関わる

のは行為する意志であって，罪を許す恩寵ではない．

行為する意志は選びにおいて罪の許しの確信を創造し，

そして贈る…  」（ω． 「最後に，この神概念の究

極的な実践的一倫理的に有意義な働きがみられる．・

…  愛の思想がではなくて，尊厳，神聖さ，主権と

恩寵が神思想において支配しているので，聖書は神の

罪を許す愛の確認の手段というよりはむしろ神の名誉

を実現する教団の創設と悪しき人たちと拒否された人

たちの打倒のための表明である」（3’〕．

  （ii） 宗教的個人主義．ルターの場合には基本的に

はいつも罪の許しの確信から生ずる個人の救いの確信

と至福が問題であった，・…  カルヴィニズムにお

いては事情は違っている．・…  カルヴィニズムに

とっては被造物の至福ではなくて，神の名誉が中心で

あるように，行為における神の賛美が宗教の個人的一

人格的真正さの本来のテストなのである．・…  カ

ルヴィニズムでは，個人は世界秩序にはいり，そして

この秩序に内面的に凌駕し，この秩序を神の意志の表

現に形成することにおいて個人の意味を持っている．

戦いと労働において個人は現世の聖化という課題には

いる．・…  」｛32）．ルター主義においては恩寵の

喪失とその恐ろしさということが問題になった． 「恩

寵身分のこの喪失性とそれ故にこの恐ろしさについて

カルヴィニズムはなにち知らない．カルヴィニズムは

恩寵身分における自己保持に自分を合わせる必要がな

い．・…  カルヴィニズムは選びは失われないとい

うことを知っており，そしてそれ故に仕事を本質的に

信仰の確実性に向けるのではなくて，神の意志に従っ

て加工されうる世界と共同体に向けている．・’・’

かくて改革派の個人主義は四方八方へ向かって，活動

への，現世と共同体の課題への人格の投入への，不断

の，食い入りそして形成する仕事への起動力をもって

いる」（33）．この個人主義は個人を基本的に教会から

独立させる、この点でセクトタイプの個人主義と軽く

触れあう、

 （iii） 教団思想． 「これ［個人を教会から独立させ

ること］と見かけ上対立しているのが第三の主要点，教

団思想の中心的な意義と聖なる教団die hei1ige Ge一

皿eindeの，即ち神を霊的並びに現世的行為において賛

美するキリスト教的政体Christokratieの樹立の課題

である．しかしこの教団思想はルター主義の教団思想

の様に教会思想や恩寵思想から引き出されるのではな

くて，個体を独立させるようにみえる原理，つまり選

びの並びに選びの効果の倫理的課題から又抽象的な聖

書主義から引き出される．教会はこの教団思想にとっ

ては客観的救済手段を提示する救済施設であるのみで

はない．・…  救済施設はむしろ同時に聖なる施設

であることが意図されているし，救済施設は生活の全

範囲［国家，社会，経済，家族］をキリスト教の命令と

目的の下に置くことによって，教団の生活をキリスト

教化することにおいて効果あることが実証するように

意図されている」く34）．ジュネーブにおいて「カルヴ

ィンは聖なる教団を創った．この教団は神の言葉に従

って自由に定められ，護民官としての聖職者によって

守られ，そしてZuchtgerichtによってObrigkeitと

の了解において純粋に保持されていた、これはまさに

・…@ Vo1kskircheとBeke㎜tniskircheの，救済

施設とセクトの理念の結合である」（35）．同じ箇所で

次のように続けられる：r全体生活のキリスト教的一

社会的形成は社会に対するキリスト教理念の組織的支

配なしには不可能である．しかしこのことは，この理

想は結局聖職者によってのみ専門的にそして純粋に代

表されうるので，社会に対する教会の支配なくしては

不可能である．あらゆるヒエラルキー的傾向がどれほ

ど根絶されようとも，ヒエラルキーの領域における世

俗権力の独立がどれほど強調されようとも，個々人の

自由な協働がどれほど考慮に入れられようとも…

・，国家と社会に対する教会の支配なくしては，この

理想は行われえない．それ故キリスト教のこの最初の

思い切った社会形成はきわめて神政政治的な社会形成

であった．カルヴィンはルターと同じ言葉でもって国

家の独立と世俗性を教えた，しかしカルヴィンは・・

・・ ｭい独立的な教会をつくり，そしてこの教会によ

る全社会と文化のキリスト教的一倫理的形成を成し遂

げようとすることによって，彼は事実上はやはり国家

を教会に従わせた」く36）．カルヴィンの意図した聖な

る教団はキリスト教的自然法に立脚していたのである．

 （iv）カルヴィニズム固有の倫理．

 禁欲．内容的に重要な特性を挙げると， r彼岸の目

標設定と神と人間のもろい分離から生じる禁欲的態度．

この禁欲的態度には最も肯定的な現世の労働が含まれ

ている．ここにカルヴィニズム的に教育された諸民族

の独特の生活スタイルを規定しているカルヴィニズム

の倫理における最も多方面に結果を及ぼす点の一つが

存している．・…  福音は超現世性と地上における

来るべき神の国だけを知っていた．現世を否定もしな

ければ，感性の計画的訓練も発展させなかった．永続

的な原罪的に失われた現世に適合することと神の国を

来世に延期することでもって初めて禁欲が入って来た．
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もともとは二重の意味で，一方では形而上学的世界判

断として，他方では合理的な感性の訓練として」｛3τ〕．

 「カトリシズムは二種類の禁欲を育てたそしてとりわ

け現世生活の不可避の必然性と並んで禁欲的倫理性に

席をあける問題を感じた．カトリシズムは道徳の二段

階性の教えにおいてこの問題を解決した，そして禁欲

をその完全な意味において・…  現世生活と並んで

また現世生活の上に置いた．それは平均的な現世生活

の形式と並ぶまたその上にある禁欲であったしまた禁

欲である．この禁欲は本質的には修道院や信徒団体と

聖職者において育まれたのである．プロテスタンティ

ズムは二段階性を棄て，そしてすべての人に対して同

じ方法で現世否定と現世克服の精神で現世生活を貫く

ことを要求した、霊的には現世の財によって拘束され

ず，現世において現世を克服する，それがプロテスタ

ンティズムの理想である．プロテスタンティズムは倫

理的要求をすべての人たちの上に拡大し，そして原罪

のペシミズムを高めることによって，プロテスタンテ

ィズムは改心と救いの思想を現存在に対する唯一支配

に高めようとすることによって，プロテスタンティズ

ムは倫理的要求を高めた．その限りでプロテスタンテ

ィズム屯禁欲を主張したが，現世内的禁欲として主張

した．この全体性の中でルター主義とカルビニズムは

まもなく分かれてゆく．禁欲は二つの上述の基本的な

違い，即ち［1コ形而上学的一感情的に罪の世界の価

値を無くすこと（ルター主義），［2コ感情の方法的訓

練［カルヴィニズムコがはっきりと現れる．」㈹．

 職業理念． rしかし今や職業労働がこの現世内的

禁欲にとっての活動空間並びに訓練手段であったこと

によって，職業概念もここでは新しい，特に強調され

た意義を持った．この意義がこの職業概念をカトリッ

クの理解からのみならず，ルターの理解からも区別す

るのである．この職業労働が近代の職業人間への橋渡

しとなるのである．古代教会は現世に対するその緊張

のゆえに自然的労働区分と社会的段階を，救いにとっ

てはどうでもよいこととして受け入れた，そしてキリ

スト教信仰と相入れない職業を分離した、中世は現世

の労働と自然的一社会的編成の低い段階を教会の霊的

王国と内的に関連させた，しかしこれら全てを自然法

［則1に基づく摂理的編成とみなした・…  ．プロテ

スタンティズムがはじめてここでも自然と恩寵を引き

寄せた，つまりプロテスタンティズムにとって救いの

恩寵意志は同時に現世の労働量を割り当てそしてそれ

を正常な，各人にとっては必要な彼の恩寵［を受け入れ

る］心術の活動空間にした．経済的並びに社会的観点に

おけるこの職業概念の結果は異常であった，つまりそ

のことによって職業労働と現世の労働内容の強度は宗

教的義務に，単なる需要充足の手段から職業労働にお

ける信仰の活動の自己目的になった．そのことでもっ

て，近代の市民の生活スタイルの貫徹のための精神的

一道徳的前提である労働のための労働のあの理想が成

立した」｛3目）．

  「カルヴィニズムは聖なる教団を目指して意識的そ

して計画的に働いた．カルヴィニズムは個人の行為の

みならず，共同体の行為をも意識的そして言十画的形成

へ結びつけた．教会の全体は現世の秩序の関与なしに

は，現世の教団の政治的並びに経済的成果の参入なし

には成立しえなかったので，あらゆる職業を聖なる教

団の獲得のための手段として秩序づけ，純粋化しそし

て励ますことが大事であった．かくてここでは理想は

・…@職業を聖なる教団に対する手段として自由に

役立てることである．職業はその内部では隣人愛が実

施されそして信仰が本当であることが実際に示される

所与の形式であるのみならず，自由に取り扱われる手

段である．この手段の考え深いそして目的にかなった

使用によって愛ははじめて可能となり，そして信仰は

はじめて現実となるのである．」（ω．

 この様な現世の職業を聖なる教団の獲得のための手

段とするということは相対的自然法を神の秩序として

認めなけれぱならないことである．

 カルヴィンの自然法．r家族，国家，社会と経済の

中へ相対的自然法を持ち込むことはカルヴィンの場合，

罪への譲歩でありそしてひたすらたえられなけれぱな

らないところの側面からのようには思われない，そう

ではなくて悪と戦うための，善を促進するための，そ

して神の名誉を実現するための催し物であるところの

側面からの様に思われる」（川．rカルヴィンは絶対

的白然法を実際の規則とは考えていない．カルヴィン

にとって相対的自然法が神の秩序として当然であり，

彼は実践的なもの，可能なものそして目的にかなった

ものに突き進んでいった、しかしこのことは結果とし

て国家秩序並びに法秩序は目的にかなって，即ち二つ

の目的のために真の宗教の保持という宗教的目的と平

安，秩序と繁栄を引き起こすという社会的一功利的目

的のために形成されうるし，またされなけれぱならな

いということになる」（ω． 「カルヴィンは実定的な

国家形態について非常に慎重にそして相対的に考えて

いる，つまり彼は国家形態において国家の自然法的理

念が時代と事情に従って，民族の様式と政治的欲求に

従って実定的な法によって形成されるのを見た．しか

し自然法に最もふさわしいのは統治する権力を監督し，

そして正しく立てることが可能である国家形態，即ち

諸身分と法的に権限を与えられた相談役を伴える君主

制，権力保持者が相互に影響し合う貴族政治，とりわ
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け段階づけられた権力を伴った共和制である」（43〕．

「カルヴィンの自然法はそれが出発したルター派の自

然法よりもカトリックの自然法に近い．特にあのルタ

ー的な反合理主義が欠けている，即ち社会構造を罪の

影響の下で仮定した形式としての権力のための権力の

栄光化が欠けている．・…  この違いは，われわれ

が見るであろうように，諸事情によって深められそし

てカルヴィニズムの全発展史にとって基本となった」
（’4〕

2．新カルヴィニズムと自然法

  rカルヴィニズムの本質から多かれ少なかれ首尾一

貫して出てきた二つの重要な帰結，即ち自由教会主義

と教会内のピューリタニズム或いは敬度主義」㈹が

取り上げられなければならない． r自由教会主義を通

してカルヴィニズムは・…  デモクラシーとの一種

の出会いにはいる．なんとなればカルヴィニズムの国

家倫理は・… 神の名誉と諸民族の幸福を傷つける

国家武力に対抗する構造或いはコントロールの設立に

のみいつも関わっていた．それに対して自由教会主義

はその本質上統一的国家一教会的生活全体と全文化を

統一的に支配する不可謬の権威の中世的並びに古プロ

テスタント的理念の解体である．自由教会主義はそれ

故もともとこれまでの社会の基本概念に対して革命的

であり，そして宗教的主観主義と相対主義を代表しな

ければならない．ところでこの宗教的主観主義と相対

主義は絶対的真理を承認しそして確立する地上の権力

を断念するが，まさにそれ故に様々なる宗教的共同体

をキリストの来臨の際の［救われるものと棄てられる

もののコ分離までの見かけ上同じ権利を与えられたも

のとして並存させなけれぱならないのである」｛州．

「自由教会主義或いは国家と教会の分離は時の経過の

中でデモクラシーの宗教政治的原理となった」（州．

「敬度主義は教会構造とテモクラディッシュな諸傾向

或いは諸帰結とは関係せず」，聖化教団と純粋な聖餐

共同体の思想の厳しい実行へと突き進んでゆく．敬虞

主義はカルヴィニズムの禁欲的基本傾向を高めるそし

てそれが原因で現世並びに現世文化と関係を絶つ」（4

日）． rそれ故セクトの工一トスヘの接近が明らかにな

る」（州． r二つの運動，即ち自由教会運動とピュー

リタン的一散崖的運動は終始至るところで重なったわ

けではない．自由教会運動は教義学的にまた倫理的に

最も正しいカルヴィニズムの意味で理解される，また

もし自由教会運動が欲する場合には，現世に対しても

っと自由な態度を主張する或いは高めることができ

る」｛川． rピューリタン的一敬度的運動は逆に国家

一教会的生活統一の解体を迫る必要はなく，社会全体

をZuchtgerichtと厳しい理想のくぴきの下へ置くか或

いは教会の内部に比較的小さいサークルをつくること

を期待することができる」く川．

 「新カルヴィニズムは原初的な強く保守的な，ルタ

ー主義に対してずっと合理的ではあるが，罪の状態の

相対的自然法を自由主義の近代の古典的一合理主義的

自然法das皿。derne k1assisch－rati㎝a1istische Na－

turrecht des Libera1ismusに近づけた．これそのも

のはカルヴィニズムの産物ではない．それは一一一そ

の理論的側面に従えば一一一キリスト教の色づけから

解放されたストア主義とローマ法に帰っていくところ

の人文主義的に考えられた法学者の並びに近代の心理

学的一経験的に演繹する哲学者の自然法である」（5

2）．r二っ［国家と教会コが分離され，そして世俗的

制度が自分白身の上に，すなわち自然法的基盤の上に

立てられると，この自然法的基盤は古い，単に相対的

なキリスト教的自然法の制約からそしてそれ故に教会

による補充の必要性から解放されるということが必ず

起こり得た．人々は自律的な合法的な自然法ein au－

t㎝o皿es rationa11es Naturrecbtにますます近づいた．

この自然法は世俗的な諸制度の純粋に功利的な目的を

純粋理性でもってそして啓示の権威の協力なしに構成

し，そして実現することを教えた」（53〕． 「そこで人

々は近代の世俗的自然法das皿。derne profane Natur－

rechtを静かに受け入れることができた．しかも自然

法がイギリスの方法で本質的に経験的功利的に構成さ

れれぱされるほど，それだけ一層静かに受け入れるこ

とができた．しかし合理主義的一理想主義的，個人の

理性の自律性と平等性から出発するフランスの自然法

と屯・… 折り合うこともできた．だから新カルヴ

ィニズムが強く自然法的に振る舞い，そのことのため

に法がカルヴィンにおいて既に性格づけられた合理的

一自然法的傾向から教義史的に保証されるということ

が理解される、神政政治的精神がそこ［新カルヴィニ

ズムコからは完全に消えてしまった」（川．

 即ち、新カルヴィニズムは「自由主義の近代的古典

的一合理主義的自然法」，「自律的合理的自然法」，

r近代的世俗的自然法」を受け入れ，神政政治に別れを

告げたのである．

 III．結びにかえて：アジア諸宗教における自然法の

欠如

 キリスト教の社会学説の形成にあたっての自然法の

意義を考えるにあたって， 「アジア諸宗教における自

然法の欠如」を知ることが参考になるので， 「結び」
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第32巻 トレルチ著「キりスト教会の社会学説」における基本諸概念について2

にかえて，マックス・ウェーバーの宗教社会学論文集

の文章を紹介したい．

1 中国

  「儒教は，仏教と全く同じように，倫理に過ぎなか

った（この倫理における道《タオ》はインドの法《ダ

ルマ》に相応している）．しかし儒教は，仏教と最も

鋭く対立して，もっぱら現世内的な俗人の道義Sitt－

1ichkeitであった．そして仏教と著しく対照的に，儒

教は現世への，つまり現世の諸秩序やもろもろの因習

への適応であった．いやそれどころか，究極的には本

来，政治的な原則と，教養ある現世への人間のための

社交上の礼儀作法の一つの巨大な法典にすぎなかっ

た」（55）．次に道教についての叙述に目を向けよう．

  「すでに見たごとく，商人階級の社会が道教へ帰依

したことによって決定的であったのは，富の専門神，

それ故に商人階級の職業神が，道教サイドの人たちに

よって育成された神であったことである．道教は，い

やそれどころかおぴただしい数のこのような専門諸神

をことごとく名誉ある地位につけた．戦いの神として

神々の列に加えられた皇帝部隊の英雄，学生の神々，

学識やなかんずくまた長命の神々がそうであった．な

ぜならこの点にこそ，エレウシスの密儀におけるごと

く，道教の場合にも重心は，健康や財産を約東し，前

世と来世の幸福な生活を約東するということのうちに

あった」（“）．

 このような世界においても「社会倫理の神聖な個人

的な諸義務が相互に衝突し合うこともありえた［例

家族の利害と国庫の利害］．しかし自己の魂の救いへ

の関心と自然的，社会的な諸秩序の諸々の要求との，

キリスト教的形式の衝突といったものは，考えられな

いことであった．《神》もしくは《自然》と，《実定

法》もしくは《因習》さもなければ何か他の， ［人聞

にコ責務を負わす諸権力との対立は，中国では欠けて

いたし，それ故に何かある宗教的或いは合理的，罪或

いは背理の世界と緊張の中で或いは妥協して生きる宗

教的基盤を持つ自然法も欠けていた」（川．

2 インド

 rインドでは［中国とは異なってコ政治的支配者と

同等で， ［それとは］独立した祭司権力が存在したが，

この祭司権力は自己と同等で自主的な政治権力の世界

を考慮しなければならなかった．祭司権力は政治権力

の固有の法則性を認めていた一一一まったくそれはそ

うせざるを得なかったからである．実際，バラモンと

クシャトリアとの間の権力闘争は，既にみたように，

長い期間に渡って非常に動揺していた．さらにすくな

くともバラモンの公式理論上，バラモンの身分的優越

一が確定した後にも，その間に成立した大王の権力は，

なお独立的で本質上純粋に世俗的に，非教権的権力に

とどまっていたのである．なるほど国王のバラモン的

教権制に対する義務範囲は，あらゆる身分のそれと同

様に，バラモンに従って規制された神聖な法の要素で

あった法《ダルマ》によって規定されていた．しかし

この法は各身分に従ってそれぞれ異なっていたし，そ

れ故に国王のそれも，他のものとは相違していた．一

一一 ｾとえ理論上，法がバラモンによってのみ権威あ

る解釈を施されようとも一一一，それは，なお固有の

規準に従って，まったく独自の，独立したものであり，

バラモン［に妥当する］法とは決して同一でもなく，

それから派生したものでもなかった．ごくわずかの絶

対普遍の儀礼的禁止［事項コ， （特にすでに述べた屠

牛の禁止）を除いて，普遍妥当の個人的・社会的倫理

は存在せず，むしろまったくただ身分的にそれぞれ異

なったそれが存在した．このことがもたらした影響は

著しいものであった．実際，世界のカースト分化のみ

ならず，一切の順位に応じた神的・人間的・動物的存

在の序列は，前世の所行［に対する］応報原理に基づ

く業理論から導き出されたが，それからすると相互に

相違するのみならず，相互にまさに鋭く対立する身分

倫理が並存することは，まったく当然である．…

・人間は一一一古典的儒教と同様に一一一原理的に平

等ではなく，むしろいつの時代にも，人間と動物が異

なるように不平等に生まれている．もちろん人間はす

べて将来同一の機会の［可能性コをちっている．しか

も［人間は］この世ではなく，むしろ再生の過程で天

国，動物界，もしくは地獄へ行くことがある．『原

罪』の観念は，この世界秩序一般では不可能である、

というのは『罪そのもの』が存在しえないからである．

むしろいつもただ，具体的にカースト帰属によって規

定された法に対する儀礼的違反のみが存在した．永遠

の，差別秩序を持つこの世界では，至福の理想の状態

ち，至福の究極王国も，またそれ故に人間と事物の一

一一 ﾀ際の社会秩序とは対照的に一一一r自然的』秩

序もそれ故に何らかの『自然法』も存在しない」（5宮〕．

 以上の様に自然法の欠如しているところには普遍妥

当の個人的・社会的倫理は生まれなかった．
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注

  1） 大阪府立工業高等専門学校研究紀要第31巻

81頁以下1

  2）  Emi1BrunIler，DasGebo1二unddieOrdnungen，

1932，S．604．

  3）  E．Troe1tsch，DieSozia11ehrenderchrist－

1ichen Kirchen und Gruppen，1912，S．253 f．
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 8）

 9）

10）

11）

12）

13）

14）

15）
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A．a．O．

A．a．O，

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0．

＾．a．O．

＾．a，0．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．O．

A．a．O．

A．a．0．

A．a．O．

A．a．0．

Ala．0．

＾．a．0．

A．a．O．

A．a．0．

A．a．O．

A．a，0．
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A．a．0．

A．a．O．

S．52f．
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S．146．

S．152．

S．155．

S．156．

S．157f．
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S，160－164．

S．167．

S．167．

S．167．

S．167．

S．．168 f．

S．169．

S．169f．

S．605 ff．

S．607．

S．608．

S．608．

S．608，

S．608f．

S．609．

S．610．

S．613 ff．

S．615f．

S．617．

S．617．

S．620．

32）

33）

34）

35）

36）

37）

38）

39）

40）

41）

42）

43）

44）

45）

46）

47）

48）

49）

50）

51）

52）

54）

54）

55）

56）

57）

58）

A．a．0．

A．a．O．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．O．

A．a．0．

A．a，0．

A．a．O．

A．a．0．

A，a．O．

A，a．O．

A．a．O，

A，a．O．

A．a．0．

A．a．0．

A．a．0，

A．a．O．

A．a．0．

A．a．0．

＾．a．0．

A．a．0．

S．622．

S．623．

S．625f．

S．682f．

S．683，

S．644－647．

S．647f．

S．653f．

S．654f．

S．664．

S．664．

S．665．

S．666．

S．733．

S，733f．

S．734．

S．734．

S．734f．

S．735．

S，735．

S．762－765．

S．766．

S．766f．

M跳Weber，GARS I，S．441．或いは

Max Weber Gesa111tausgabe Bd．19，S．345．

Max Weber，GARS I，S．488．或いは

Max Weber GesaIlltausgabe Bd．19，S．414．

Max Weber，GARS I，S．495f．或いは

Max Weber Gesa皿tausgabe Bd．19，S．427．

Max Weber，GARS II，S．141ff．或いは

Max Weber Gasa11I1二ausgabe Bd 20，S 230 f

マックス・ウェーバー  （池田 旧訳）

「アジア宗教の救済理論」13頁以下．

ここでは 池田訳を使用した．
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